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令和６年度 社会福祉法人八丁堀福祉会 事業報告 

 

１．法人理念 

 

● 地域に愛され信頼される「開かれた福祉」を志します 

・前年度にヘルパーステーション八丁堀を廃止したことに伴い、今年度実施した社会福

祉事業は次の２拠点となりました。 

  ①就労継続支援 B型事業所 アイリス八丁堀 

  ②就労移行支援事業所   アイリス阿賀 

・両事業所とも開業から４年が経過し、地域における認知度も向上してきています。 

・アイリス八丁堀では、作業を依頼してくださる取引先も増えており、利用者様が行う作

業の選択肢がより一層広くなり、これに伴い総利用数も上昇しています。 

・アイリス阿賀では、多くの方がサービス利用を通じて一般企業へ就労され、障害者雇用

率に困る地元大手企業様より「紹介してほしい」との依頼が入るまでになりました。 

・地域に根差した活動を続けることで、より一層「開かれた福祉」となるよう取り組み、

その成果がはっきりと見えるようになってきました。 

 

● あらゆる人の生きる夢を大切にし「希望を提供出来る福祉」を実現します。 

・ヘルパーステーション八丁堀事業を終了させたことで、居宅介護サービスの実施が無

くなりましたが、逆に「障がい者の就労支援」に特化した活動となりました。 

・就労継続支援 B型と、就労移行支援の協業により、利用者様それぞれに合ったスタイル

を提供することが、無理のないサービス利用に繋がっています。 

・就労移行支援においては、一般企業への就職者の人数が増えてきたこともあり、「就労

後６か月間のサポート」終了後の定着支援に課題が出てきています。 

・これを解決するために、アイリス阿賀では「就労定着支援サービス」の開始を計画し、

一般企業への就職後も３年間の定着支援を行えるように取り組みます。 

・これらの活動を通じて、「希望を提供出来る福祉」により一層近づけるようにします。 

 

● 安全で快適な環境を作り、あなたらしさを支えていきます。 

・施設、設備面において大きな問題はありませんが、アイリス八丁堀は利用者数の増加に

伴い、作業スペースが少し手狭に感じるようになってきています。 

・快適な環境づくりの主題として、職員の利用者様対応が挙げられます。入社時には福祉

サービス従事経験が無かった職員も相応の経験を積むことが出来ており、新人スタッ

フが入った際に、指導や助言が出来るようになってきています。 

・対応が困難な利用者様に対しても、しっかりとその主張をお聞きすることが出来るよ

うになってきました。 

・利用者様、ご家族様の声を聴き、必要とされるサービスをしっかりと把握することで、

より快適な環境を作れるように取り組みを進めることができました。 



● 質の高いサービスを提供するために、専門性の向上と人材の育成に努めていきます。 

・研修の実施や、日々の業務における振り返りミーティングを通じて、職員の質の向上に

取り組みました。 

・事業所の中核となれる人材の育成を進めるよう取り組んでいますが、利用者数の増加

によっては外部から新しい人材を獲得し、新たなノウハウを導入する必要もある状況

となってきました。 

・職員の定着が重要となるため、「働きやすい環境づくり」にも、より一層取り組みが必

要です。 

 

 

２．令和６年度の重点課題 

【令和６年度 重点課題】 

 

（１）開かれた福祉の実現のために向けた動き 

（２）事業の継続かと安定化を目指し地域課題の解決を目指していく 

（３）人材確保と育成 

【重点課題に対する取り組み】 

・３つの重点課題を設定した最終目的は「利用者様の地域生活を支えること」です。 

・このことを実現するためには、自事業所だけではなく、地域の他福祉資源等と積極的に

協力し、利用者様ごとに「共通の目的」に向けた「情報共有」を行うことが必要である

と学びました。 

・今年度においては、自立支援協議会に積極的に参加し、アイリス八丁堀・アイリス阿賀

それぞれが近隣事業所との連携強化に取り組みました。 

・近隣の事業所との関係を強化することが出来たことで、今まで見えにくかった自事業

所の課題や問題点を発見することができ、サービスの質の向上につなげることができ

ました。 

・また、利用者様のニーズを深堀りする取り組みを行い、B型事業所における在宅ワーク

や移行支援事業所におけるリワークの需要が小さくないことが確認できたため、これ

らの拡充に積極的に取り組みました。 

・人材育成の面においては、年間研修スケジュールに沿った職員教育の実施に加え、外部

研修にも積極的に参加することで、新しい知識の獲得に取り組みました。また、外部研

修受講者がその内容を事業所に報告するフィードバック研修を行い、全職員が情報共

有する取り組みを行いました。 

・研修以外においては、ＯＪＴに力を入れ、利用者様の相談対応にあたる管理者やサービ

ス管理責任者に職員が同席することで、経験のある職員の傾聴力や聞き出す能力、また

問題の本質を見極める能力の開発に取り組みました。 

・定期的に職員ミーティングを行うことで、職員が感じている困難を事業所全体で受け

止め、利用者様のために事業所全体で解決方法を考える力が身についてきたと感じて

います。 



３．事業所別実施報告 

 

（１）アイリス八丁堀 

 

【月延利用者数の推移】 

 令和５年度 令和６年度 増減数 昨対比 

４月 176人 265人 +89人 150.57% 

５月 192人 269人 +77人 140.10% 

６月 202人 297人 +95人 147.03% 

７月 178人 287人 +109人 161.24% 

８月 179人 222人 +43人 124.02% 

９月 228人 234人 +6人 102.63% 

10月 257人 262人 +5人 101.95% 

11月 219人 251人 +32人 114.61% 

12月 213人 230人 +17人 107.98% 

１月 192人 229人 +37人 119.27% 

２月 209人 215人 +6人 102.87% 

３月 239人 230人 -9人 96.23% 

合計 2,484人 2,991人 +507人 120.41% 

 

【事業実施内容】 

・年間を通して、対前年比で延べ利用者数が＋507人であり、20％強の利用回数上昇がみられた。 

・事業所の特色である「パソコンを用いた作業」の周知が徐々に進み、新規利用開始に関する相

談も「パソコン作業は出来ますか？」という質問が増えている。 

・年度の後半において利用回数が若干減少しているのは、利用者が増えたことに伴う利用者同士

のトラブルが原因。喧嘩をする訳では無いが「なんとなくあの人と一緒に作業するのはしんど

い」といった事例が生じ、対策として利用の曜日を別にする等の方法を採ったことが影響する

と考えられる。 

・定員 20 名で、月 20 日稼働の場合、延べ利用回数は最大 400 人となるが、利用者様一人ひとり

が安心して作業を継続出来るようにするには、適度な「空白」も必要と思われる。 

 

【来年度への課題】 

・利用者数が増加したが、作業の総量の増加が少し足りていない状況。 

・新たな作業依頼先の開拓や、実績を積むことによる作業量の増加を目指すようにしていきたい。 

 

 

 

 

 



（２）アイリス阿賀 

 

【月延利用者数の推移】 

 令和５年度 令和６年度 増減数 昨対比 

４月 165人 261人 +96人 158.18% 

５月 167人 254人 +87人 152.10% 

６月 248人 234人 -14人 94.35% 

７月 224人 265人 +41人 118.30% 

８月 200人 241人 +41人 120.50% 

９月 256人 287人 +31人 112.11% 

10月 289人 360人 +71人 124.57% 

11月 239人 329人 +90人 137.66% 

12月 219人 336人 +117人 153.42% 

１月 182人 301人 +119人 165.38% 

２月 237人 284人 +47人 119.83% 

３月 229人 424人 +195人 185.15% 

合計 2,655人 3,576人 +921人 134.69% 

 

【事業実施内容】 

・単月では延べ利用回数が減った月もあるが、全体として延利用回数は+921 人、対前年比で

134.69％と、予想を超える利用の増加があった。 

・呉地域において競合となる事業所が無い状態での事業開始であったが、逆に「就労移行支援」

というサービスに対する認知度が低かったとも言える。事業所と、事業所が実施するサービス

に関する認知度の上昇がはっきりと確認できる１年であったと言える。 

・リワークに対する潜在需要が大きいと判断し、この支援に力を入れたことも事業規模拡大の大

きな一因と言えると思われる。 

・就労移行支援の制度上、原則２年以内で一般就労を目指すこととなるが、これに成功した利用

者数も大きく上昇している。 

・対して、一般就労後、長期間にわたる定着に問題が残る状況であるともいえる。一般就労後の

６ヵ月は支援を行うことが出来るが、この期間を超えての支援はボランティアとなるため、ど

うしても行き届かないケースも出てしまう。 

 

【来年度への課題】 

・一般就労後、６ヵ月を経過した方が利用できる「就労定着支援サービス」に着目し、現在実施

する就労移行支援との相性が非常に良いとの判断に至った。 

・理事会において、令和７年４月から就労定着支援事業を開始することの承認も受け、呉市から

無事に事業者指定を受けることもできた。来年度においては、「就労後６ヵ月を経過した後の支

援」にも、しっかりと取り組みたい。 

 



４．理事会・評議員会の開催状況 

 

【理事会】 

No 開催日 理事会名称 開催場所 

1 令和 6年 05月 31日 令和 6年度 第 1回定時理事会 アイリス八丁堀 訓練室 

2 令和 6年 08月 31日 令和 6年度 第 1回臨時理事会 アイリス八丁堀 訓練室 

3 令和 6年 11月 30日 令和 6年度 第 2回臨時理事会 アイリス八丁堀 訓練室 

4 令和 7年 01月 25日 令和 6年度 第 3回臨時理事会 アイリス八丁堀 訓練室 

5 令和 7年 03月 15日 令和 6年度 第 2回定時理事会 アイリス八丁堀 訓練室 

令和 6年度は、定時理事会 2回、臨時理事会 3回、合計で 5回の理事会を開催をした。 

 

【評議員会】 

No 開催日 評議員会名称 開催場所 

1 令和 6年 06月 15日 令和 6年度 定時評議員会 アイリス八丁堀 訓練室 

2 令和 6年 11月 30日 令和 6年度 第 1回臨時評議員会 アイリス八丁堀 訓練室 

令和 6年度は、定時評議員会 1回、臨時評議員会 1回、合計で 2回の評議員会を開催した。 

 

 

 

５．その他法人運営に関する重大な事項 

 

・11月 7日に、「令和 6年度社会福祉施設等指導監査」が実施された。 

今回は広島市監査指導課担当職員に加え、公認会計士の片山一俊先生も参加となる。 

会計を中心に多数の口頭指導をうけることとなったが、文書指導は行われなかった。 

 会計部門口頭指導事項への対応と、責任の明確化のため、理事長が会計責任者を秋本事務局

員、出納担当者を高杉事務局員として任命を行い、辞令を交付した。 

 ヘルパーステーション八丁堀閉鎖に伴う定款変更不備についても指導を受けたため、直ちに

改善を実施。本来は文書指導相当事項であった。 

 

・令和 7年 4月 1日より、アイリス阿賀が「就労定着支援」に取り組むことが決定。 

                ↓ 

  拠点区分：アイリス阿賀・・・サービス区分：①就労移行支援、②就労定着支援 

 「就労」に加え、「就労後の長期定着」に取り組むこととなる。 

 

・事務局長が、中辻顕智から山田武志に交代した。 

 

 


